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山あいの街・箕面を根っこからクリーンにしよう！ 

元気に！とも子議会ニュース 

国からの交付金を活用した様々な事業が市

から提案されました。「国が出してくれるから」と

はいえ、元は税金です。市も負担が必要なもの

が多く、たとえ全額、国からの補助でまかなえた

としても、維持・管理費は市の負担です。重いツ

ケが残り、また今回の出費で、福祉や子育て・社

会保障費に使うお金が足りなくなるのも困りま

す。本当に必要で、雇用や地域の活性化にも役

立つのか、生活者の目線でチェックしました。 

  

国がくれるなら、もらわないと損！？

昨年の２次補正と今年の当初予算、そして１次

補正と続く、総選挙を睨んで（？）おこなわれた

国の大がかりな経済対策は、景気対策と雇用促

進がねらいとされました。９月議会ではその交

付金のうち箕面市に配分予定の約６４億円につ

いて、議論しました。（＊９月１０日現在、今年度の

経済危機対策補正予算約１５兆４千億円のうち８

兆３千億円が未執行となっています） 

“一票一揆”で政治の流れが変わった！ 
「政権交代」の実現で、政治を変えるのは有権者であることをあらためて実感しました。新政権に

は、生活者の目線で、暮らしの建て直しを期待します。 情報公開と住民の声を聞く政治を求めて、

今後も私たちの厳しい見守りが欠かせません。 

―９月議会／補正予算審議など（中間報告）― 
国からの交付金など約６４億円の使い方について議論しました。 
（抜粋）                          ＜当初予算：約３４３億円＞ 
● 小中施設の大規模改修   約５１億円（うち市の負担；３億４千万円） 
● 小中学校にパソコン、電子黒板、ＴＶ他  約２億６千万円（市；５５００万円） 
● ユビキタスタウン（図書館システム更新、小中生にＩＣタグ・監視カメラ他）  約２億３千万円

● 地域経済活性化など（保育所施設・幼稚園遊具改修、プレミア商品券、原付オリジナルプレート、

公園遊具の更新・撤去、道路補修、他）  約２億円 
● 箕面駅周辺整備（注１）  １億７７００万円（市；１７００万円） 
● 止々呂美ふるさと自然館建設（注２）（設計費）  ７７０万円（市；全額負担） 
（注１）（注２）複数年度にわたる事業のため、今回は設計費など今年度に発生する分のみの金額計上です。 
 
ほかに、市民活動センターに補助金事業を移管する件（条例改正）も議論。



 
 
 
 
国の臨時交付金を活用した市の事業について、

すべて問題があるという訳ではありませんが、ソ

フト面の整備よりハード面の事業が多く、いくつ

かの事業については、大きな課題があります。ほ

んの一例を紹介すると・・・ 
 
● 小・中学校ＩＣＴ環境整備 
事業費／２億６２００万円（市の負担：５５００万円） 
（内訳） 
ノートパソコン  １２２１台 
レーザープリンター １２台 
プロジェクター ４０台 
サーバー １８台 
地デジ対応ＴＶ（５２型） ５４台 

同   （２０型）  ２０台 
ブルーレイ対応録画機 ２０台 
電子黒板 ４０台 
投影機   １２６台 
 

以上小中学校、合わせて１８校分の買い物です

が、既に備えてある機材もありますので、本当に

これだけの補助教材が必要なのか、十分活用で

きるよう計画されているか、委員会で質しました。 
ちなみに電子黒板は１台が約７５万円。日常の教

科指導に効果的に取り入れることができる学習

指導・開発のプログラムや教員の研修体制など

は、現状では決まっておらず、買ってから考えて

いくという状況でした。 
 

●学校安全安心システム構築（ＩＣタグを活用した

子どもの見守りシステム） 
事業費／約１億３０００万円（市の負担なし、ただし

別途ＮＴＴなどの民間業者と保護者が４２０円／月

契約し、メール配信などのサービスを受ける） 
ほかに監視カメラを各校数箇所設置したり、オ

ートロックや学校の塀を高くする工事なども含ま

れています。監視カメラを誰がどのような基準で

チェックするのかも定かではなく、子どもの見守

りが機械任せになっていく危険性も懸念されま

す。 
 

本当に必要なものを！ 
地域や経済の活性化（相乗効果）を考えて！ 
とにかく、国の補助が得られるから・・・という考

えで買い物をすれば、そのツケがきます。また、

大型補正予算の目的でもある地域の活性化や経

済波及効果について、市は十分考慮し、その成果

は検証されなければなりません。市の公共投資

が地域経済や雇用の促進に効いているか、市民

の福利にも効果をもたらすかなど、実態調査をも

とに市内の循環について住民の視点から評価し、

政策に活かしていかねばならないと考えます。 

１０月１０日（土） 
午後２時～ 
場所：中央生涯学習センター 
箕面市議会 
「市民派ネット」報告会 
●９月議会報告と 
「緊急プラン」について 
 
１０月３１日（土） 
午後２時～ 
場所：中央生涯学習センター 
 

中西とも子の 
市政報告＆井戸端会議 
 

● １年経って市役所はどう変わった？ 
● これからの「まちづくり」について 

箕面市が立てた緊急経済対策は、 
ほとんどがハード整備。全部必要？ 
 

 

 

本会議を傍聴してください。（市役所３階；１０時～） 
９月２５日（金）委員長報告、討論、採決、一般質問など 
９月２８日（月）一般質問 




